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〈
図
書
紹
介
〉

吉
野
秋
二
著

『
古
代
の
食
生
活　

　

―
食
べ
る
・
働
く
・
暮
ら
す
―
』

森　
　
　

博　

達

本
書
は
か
つ
て
『
日
本
古
代
社
会
編
成
の
研
究
』

（
二
〇
一
〇
年
、
塙
書
房
刊
）
と
し
て
学
位
論
文
を
纏
め

た
著
者
が
、
肩
の
力
を
抜
い
て
綴
っ
た
古
代
の
食
生
活
史

で
あ
る
。
奈
良
・
平
安
時
代
に
お
け
る
米
の
支
給
や
調
理
、

酒
の
醸
造
や
流
通
、
饗
宴
と
労
働
な
ど
、
多
角
的
な
視
点

か
ら
食
生
活
を
起
点
に
し
て
社
会
の
実
態
を
描
い
て
い

る
。研
究
の
楽
し
み
が
行
間
か
ら
伝
わ
っ
て
き
て
愉
快
だ
。

本
書
の
構
成
は
次
の
と
お
り
。小
見
出
し
は
割
愛
し
た
が
、

「
心
付
け
と
し
て
の
酒
」
と
か
「
清
少
納
言
が
見
た
乞
食
」

と
か
目
次
を
見
る
だ
け
で
も
興
味
を
そ
そ
ら
れ
る
。

古
代
の
食
生
活
を
復
元
す
る
た
め
に
―
プ
ロ
ロ
ー
グ
―

米
と
飯

　

一
日
の
食
米
／
炊
飯
と
給
飯

酒
の
醸
造
と
経
済

　

酒
の
醸
造
主
体
／
古
代
の
酒
屋

饗
宴

　

都
市
の
饗
宴
・
農
村
の
饗
宴
／
特
権
と
し
て
の
酒
宴

乞
食
の
風
景

　

施
行
と
乞
食
／
群
集
化
し
た
乞
食

古
代
社
会
と
食
生
活
―
エ
ピ
ロ
ー
グ
―

あ
と
が
き
／
参
考
文
献

「
古
代
は
史
料
が
少
な
い
。
だ
か
ら
食
生
活
な
ど
具
体

的
に
分
か
る
は
ず
が
な
い
」
と
多
く
の
人
が
考
え
る
。
し

か
し
そ
れ
は
「
陳
腐
な
先
入
観
に
過
ぎ
な
い
」
と
、
ま
ず

ジ
ャ
ブ
を
放
っ
て
い
る
。
意
外
に
も
、
古
代
の
日
本
は
世

界
の
ど
こ
よ
り
も
食
生
活
を
復
元
す
る
史
料
が
揃
っ
て
い

る
と
い
う
。
正
史
や
儀
式
書
な
ど
の
編
纂
史
料
以
外
に
、
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「
正
倉
院
文
書
」な
ど
の
古
文
書
、木
簡
・
墨
書
土
器
と
い
っ

た
一
次
史
料
を
活
用
し
て
、
そ
の
こ
と
を
証
明
し
て
み
せ

る
。『

延
喜
式
』（
九
二
七
年
撰
）
に
は
公
務
従
事
者
に
対
す

る
食
料
の
支
給
規
定
が
あ
る
。「
官
人
は
日
に
米
二
升
、

塩
二
勺
、
酒
一
升
」
な
ど
と
い
う
。
古
代
の
一
升
は
現
在

の
四
合
に
当
た
る
。
一
日
に
酒
四
合
。
私
の
晩
酌
よ
り
多

い
！「

造
東
大
寺
司
解
」
に
は
人
別
食
料
支
給
リ
ス
ト
が
あ

り
、写
経
を
担
当
し
た
「
経
師
」
は
米
二
升
以
外
に
塩
・
醤
・

未
醤
・
酢
・
糟
醤
・
海
藻
・
滑
海
藻
・
心
太
・
芥
子
・
油

が
支
給
さ
れ
て
い
る
。
仏
事
な
の
で
酒
の
支
給
が
無
い
。

代
わ
り
に
心
太
（
と
こ
ろ
て
ん
）。
ど
の
よ
う
に
調
理
し

た
の
だ
ろ
う
か
。

著
者
は
平
安
初
期
の
『
日
本
霊
異
記
』
の
二
つ
の
説
話

か
ら
、
女
性
が
酒
の
醸
造
・
販
売
・
貸
付
な
ど
を
担
っ
て

い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
酒
造
職
人
の
責
任
者

を
「
杜
氏
」
と
呼
ぶ
が
、
家
事
を
司
っ
て
い
た
女
性
、
す

な
わ
ち
「
刀
自
」
が
そ
の
語
源
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
と

い
う
。
刀
自
の
地
位
の
高
さ
が
窺
え
る
。　

平
安
宮
に
は
造
酒
司
の
庁
舎
が
あ
り
、
南
の
御
井
の
水

で
「
御
井
酒
」
を
造
っ
た
と
い
う
。
ま
た
内
裏
に
は
酒
殿

も
設
け
ら
れ
て
お
り
、
出
土
木
簡
か
ら
、
人
夫
は
一
日
に

飯
が
四
升
支
給
さ
れ
た
こ
と
も
分
か
る
。

長
屋
王
家
木
簡
か
ら
は
王
家
が
経
営
す
る
「
店
」
が
酒

や
飯
を
販
売
し
て
い
た
こ
と
も
分
か
る
。
酒
五
斗
を
一
升

一
文
で
売
っ
て
い
た
ら
し
い
。

奈
良
・
平
安
の
史
料
か
ら
は
、
工
人
や
人
夫
に
特
別
給

と
し
て
「
酒
手
」
を
は
ず
ん
で
い
た
と
い
う
。
酒
代
の
名

目
で
金
銭
等
を
支
給
す
る
場
合
も
あ
っ
た
ら
し
い
。「
酒

手
」
の
初
見
は
平
安
初
期
の
木
簡
で
、
車
引
き
に
給
し
た

も
の
。

他
に
も
『
今
昔
物
語
集
』
な
ど
か
ら
、
魚
酒
を
提
供
し

て
労
働
力
を
奪
い
合
っ
て
い
た
様
相
が
描
か
れ
て
い
る
。

検
非
違
使
な
ど
も
臨
時
の
報
酬
で
労
働
力
を
徴
発
し
た
。

こ
れ
が
中
世
以
後
の
武
家
の
「
御
恩
と
奉
公
」
の
思
想
の
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背
景
と
な
り
、「
そ
の
後
の
日
本
文
化
の
展
開
を
特
徴
づ

け
る
こ
と
に
な
る
」
と
説
く
。

以
上
、
内
容
の
一
端
を
紹
介
し
た
。
本
書
に
は
米
や
酒

を
通
し
て
社
会
の
実
態
が
生
々
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。
著

者
は
「
あ
と
が
き
」
で
、「
広
く
、
長
く
読
み
継
が
れ
る

も
の
を
書
き
た
い
」「
見
て
き
た
よ
う
に
歴
史
を
描
き
た

い
」
と
い
う
思
い
を
吐
露
し
て
い
る
。
吉
野
さ
ん
、
や
り

ま
し
た
ね
！

（  

吉
川
弘
文
館
「
歴
史
文
化
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」、
二
〇
二
〇

年
九
月
刊
、
四
六
判
、
一
七
五
頁
、
一
七
〇
〇
円
＋
税
）




